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道路事業 事後評価

一般国道７号 大館西道路

日本海沿岸東北自動車道 大館北～小坂

平成３１年３月１日
国土交通省 東北地方整備局
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おおだてきた こさか
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重点審議事業

平成30年度事業評価監視委員会（第３回）資料

おおだてにし



１．事業の目的と概要（１）

○事業目的

・日本海沿岸東北自動車道は、新潟県新潟市を起点に秋田県能代市や大館市を経て、青森県青森市に至る延長約３２１ｋｍの高規格幹線道路。
・大館北～小坂、大館西道路はその一部を形成し、広域的な連携や交流の促進、災害時のリダンダンシーの確保、安定的な物流ルートの確保等に
よる産業・企業活動の支援、迅速かつ安定的な救急搬送等に寄与することを目的としている。

事業完了後５年経過

1

起終点 ：

延長 ：
道路規格 ：
都市計画決定 ：
事業化 ：
用地着手 ：
工事着手 ：
全線開通年度 ：

⼤館⻄道路 計画概要

自）秋田県大館市櫃崎

至）秋田県大館市商人留
８．８ｋｍ
第１種第３級 設計速度８０ｋｍ/ｈ
平成 ８年度
昭和５７年度
昭和５９年度
平成 元年度
平成２５年度
（Ｈ２５.１１）

⼤館北〜⼩坂 計画概要

自）秋田県大館市商人留

至）秋田県鹿角郡小坂町小坂
１４．０ｋｍ
第１種第３級 設計速度８０ｋｍ/ｈ
（－）
平成１０年度 （平成１５年度新直轄方式に移行）
平成１３年度
平成１６年度
平成２５年度
（Ｈ２５.１１）

おおだて ひつざき

おおだて あきひとどめ

おおだて あきひとどめ
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位置図

日本海沿岸
東北自動車道
（大館北～小坂）

一般国道７号
大館西道路

一般国道７号（日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂） 全体位置図
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[単位：ｍ]

標準横断図（幅員）

小坂JCT

小坂北IC

鷹巣⼤館道路
（Ⅱ期）
5.6km

鷹巣⼤館道路

8.3km

琴丘能代道路
（能代南〜⼆ツ井⽩神） ⼆ツ井⽩神〜⼤館能代空港

18.0km16.7km

⼤館⻄道路 ⼤館北〜⼩坂

8.8km 14.0km
Ｈ25開通 Ｈ25開通Ｈ28開通Ｈ18開通

八竜IC

能代南IC

能代東ＩC

二ツ井
白神IC

鷹巣⻄道路
（秋⽥県施⼯）

5.3km

大館能代空港IC
鷹巣IC

二井田真中IC

大館南IC

大館北IC

：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別

⼤館市
⿅⾓市

⼩坂町

北秋⽥市

藤⾥町⼋峰町

能代市

三種町

⼆ツ井今泉道路
4.5km

（仮）
小繋IC

（仮）
今泉IC

[単位：ｍ]
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（4車線）22.0

2.5 2.53.5 3.5 3.53.5 3.0

起終点 ：

延長 ：
道路規格 ：
都市計画決定 ：
事業化 ：
用地着手 ：
工事着手 ：
全線開通年度 ：

標準横断図
（幅員）



１．事業の目的と概要（２） 整備状況

鷹巣大館道路
Ｌ=8.3km

Ｈ28.10開通

大館西道路
Ｌ=8.8km

大館北～小坂
Ｌ=14.0㎞

H25.11開通
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（至）

事業完了後５年経過
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小
坂
Ｊ
Ｃ
Ｔ

Ｌ=1.6㎞
H25.11
開通
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H10.12
開通
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③大館北～小坂 【H30.10 撮影】

おおだてきた
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小
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北
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①大館西道路 【H30.10 撮影】

おおだてにし こさか

：開通済

：事業中

凡 例

：評価対象区間

：高規格道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

その他道路凡例

道路種別

②大館西道路 【H30.10 撮影】

おおだてにし

⼤館市

⿅⾓市

⼩坂町

北秋⽥市

藤⾥町

能代市

二
井
田
真
中
Ｉ
Ｃ

雪沢第⼆TN

雪沢第⼀TN
⼤茂内第⼆TN

⼤茂内
第⼀TN

釈迦内
TN

釈迦内橋
⼤茂内橋

⼤川⽬沢橋

⽀根刈沢橋

新遠部川橋

釈迦内こ線橋

⽚⼭TN
根下⼾こ道橋

真中⼤橋

⻑⽊川橋
沼館⼤橋

あやめこ道橋
あやめ橋

釈迦内こ道橋



１．事業の目的と概要（３） 開通記事 事業完了後５年経過
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秋⽥魁新報（H23.12.18）

秋⽥魁新報（H25.12.1）

北⿅新聞（H26.4.3）



18,787 18,204 18,682 

12,133 

19,574 
21,789 21,416 

15,876 17,087 

11,593 11,304 11,504 

6,126 6,422 5,477 5,242 

8,720 

2,253 
9,444 

7,885 8,181 8,679 

2,383 2,989 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H9 H22 H27 H30 H9 H22 H27 H30 H9 H22 H27 H30 H9 H22 H27 H30

◆利⽤交通量は、⼆井⽥真中〜⼤館南で約9,400台/⽇、⼤館南〜⼤館北で約8,700台、⼤館北〜⼩坂で約3,000台/⽇
◆道路の開通と共に現道からの転換が図られ、約４割の交通量が⾼規格道路を利⽤

H10年度開通

：開通済

：事業中

凡 例

：評価対象区間

：高規格道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

その他道路凡例

道路種別

鷹巣大館道路
Ｌ=8.3km

Ｈ28.10開通

大館西道路
Ｌ=8.8km

大館北～小坂
Ｌ=14.0㎞
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（至）

H23年度開通

鷹巣⼤館道路 鷹巣〜⼆井⽥真中

２．交通状況の変化等（１） 交通量 事業完了後５年経過

鷹巣大館道路（Ⅱ期）
Ｌ=5.6km

Ｌ=1.6㎞
H25.11
開通

Ｌ=4.6㎞
H10.12
開通

Ｌ=2.6㎞
H23.12
開通

Ｌ=3.9㎞
H28.10
開通

Ｌ=1.7㎞
H30.3
開通

（至/自）
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⼤館⻄道路 ⼆井⽥真中〜⼤館南 ⼤館⻄道路 ⼤館南〜⼤館北 ⽇本海沿岸⾃動⾞道 ⼤館北〜⼩坂

H28年度開通

出典：Ｈ9、H22、H27
全国道路・街路交通情勢調査

H30
交通量常時観測データおよび、
能代河川国道実測データ

鷹巣IC

二井田真中IC

大館南IC

大館北IC

小坂IC 小坂JCT

大館能代空港IC
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⾼規格道路
⼀般道路

20,853
23,669

25,320

19,478 19,485 20,183

7,860 8,231

（台／⽇）

※転換＝⾼規格交通量／断⾯交通量

42%

37%

43%

36%

⼤館市
⿅⾓市

⼩坂町

北秋⽥市

藤⾥町

能代市



：開通済

：事業中

凡 例

：評価対象区間

：高規格道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

その他道路凡例

道路種別

鷹巣大館道路
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鷹巣大館道路（Ⅱ期）
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Ｌ=4.6㎞
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開通

Ｌ=2.6㎞
H23.12
開通

Ｌ=3.9㎞
H28.10
開通

Ｌ=1.7㎞
H30.3
開通

（至/自）

大
館
市
櫃
崎

お
お
だ
て

ひ
つ
ざ
き

（至/自）

北
秋
田
市
栄

き
た
あ
き
た

さ
か
え

（至/自）北
秋
田
市
脇
神

き
た
あ
き
た

わ
き
が
み

（自）

50

32

54

34

0

20

40

60

R7ルート E4・E7ルート R7ルート E4・E7ルート

（分）

◆⽇沿道の整備により⼤館市〜弘前市⽅⾯の所要時間が通常期で約18分の短縮。冬期は約20分の短縮が図られている

▼大館市～弘前方市面までの所要時間の変化

E4・E7ルート

川口交差点

２．交通状況の変化等（２） 所要時間等 事業完了後５年経過

７

７

285

103

103

282

鷹巣IC

二井田真中IC

大館南IC

大館北IC

小坂IC 小坂JCT

103

出典：ETC2.0
通常期：H29.10
冬期：H29.11〜H30.2の降雪10cm以上の⽇を対象（計19⽇）

至 弘前

至 能代

大館能代空港IC

碇ヶ関IC
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R7ルート E4・E7ルート R7ルート E4・E7ルート

（km/h） ▼大館市～弘前方市面までの旅行速度の変化

通常期 冬期 通常期 冬期

41km/h
向上

18分
短縮

20分
短縮

39km/h
向上

R7ルート

5

【注】 ⼤館市〜弘前⽅⾯の起終点は、
⼤館⻄道路と⼤館北〜⼩坂間を
経由して、現道の国道7号と接続
する箇所の「川⼝交差点」を起点
に、「碇ヶ関IC」を終点として設定。

⼤館市
⿅⾓市

⼩坂町

北秋⽥市

藤⾥町

能代市
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鷹巣大館道路
Ｌ=8.3km

Ｈ28.10開通
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鷹巣大館道路（Ⅱ期）
Ｌ=5.6km

Ｌ=1.6㎞
H25.11
開通

Ｌ=4.6㎞
H10.12
開通

Ｌ=2.6㎞
H23.12
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Ｌ=3.9㎞
H28.10
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H30.3
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（至/自）

大
館
市
櫃
崎

お
お
だ
て

ひ
つ
ざ
き

（至/自）

北
秋
田
市
栄

き
た
あ
き
た

さ
か
え

（至/自）北
秋
田
市
脇
神

き
た
あ
き
た

わ
き
が
み

（自）

７

７

285

103

103

282

鷹巣IC

二井田真中IC

小坂JCT

103

至 弘前

至 能代

◆当該道路の開通以前は３年間で200件を超える死傷事故が発⽣。⼤館⻄道路の全線開通で現道区間の事故が約６割の削減
◆更に、⼤館北〜⼩坂の開通後は、現道の死傷事故が約５割、全体では供⽤以前に⽐べ約６割の事故が削減され、安全性が向上

▼死傷事故件数の変化（区間別）

３．事業効果の発現状況（１） 事故減少 事業完了後５年経過

：開通済

：事業中

凡 例

：評価対象区間

：高規格道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

その他道路凡例

道路種別

②国道７号（長倉）の状況

③矢立峠付近における大型車の事故

③

７

大館北IC

小坂IC

大館南IC

出典：H8〜H10の事故
出典：は道路交通センサス
出典：H22〜H25の事故
出典：はイタルダデータ

6

①国道７号（大館消防署前）の状況

《川口～大館消防署》

《釈迦内～碇ヶ関入口》

《大館西・日沿道》

《大館消防署～釈迦内》
川口

171件

75件

35件
19件

碇ヶ関
入口

《川口～大館消防署》

《大館消防署～釈迦内》

《大館西・日沿道》

《釈迦内～碇ヶ関入口》

⼤館市

⼩坂町

北秋⽥市

藤⾥町

能代市

【大館北～小坂の全線開通】

釈迦内～碇ヶ関入口の事故を

約５割削減

【大館西道路の部分開通】

川口～釈迦内間の事故を

約６割削減

⼤館⻄道路・⼤館北〜⼩坂の開通
で約６割削減



３．事業効果の発現状況（２） 災害時の信頼性が向上

◆⼤館市〜弘前市を結ぶ国道7号は、秋⽥県・⻘森県の第1次緊急輸送道路指定。過去の災害時には、迂回距離が通常時の約1.5倍にまで及
ぶ広域迂回が発⽣。また、並⾏する国道７号では過去15年間で３回、合計62.5時間の全⾯通⾏⽌めが発⽣

◆⼤館⻄道路と⼤館北〜⼩坂間の整備により、安定した輸送ルートが確⽴され、災害時においても輸送の信頼性が向上

事業完了後５年経過

▼国道７号⽮⽴峠の災害を想定した緊急輸送ルート（⼤館市〜弘前市間）

小坂JCT小坂北IC

鷹巣⼤館道路
（Ⅱ期）
5.6km

鷹巣⼤館道路

8.3km

⼤館⻄道路 ⼤館北〜⼩坂

8.8km 14.0km
Ｈ25開通 Ｈ25開通Ｈ28開通

大館能代空港IC

鷹巣IC

二井田真中IC

大館南IC

大館北IC

⼤館市

弘前市

至 小坂町

至 秋田至 秋田

【開通後の日本海沿岸東北自動車道】【国道７号冬期：⼤型⾞とのすれ違い】

【①⼤⾬】 平成10年9⽉20⽇
⼤館市有浦交差点（路⾯冠⽔）
⽚交交互規制（約１時間）

【②雪害】 平成17年12⽉23⽇
⼤館市⻑⾛字陣場（降雪）
全⾯通⾏規制（約６時間）
・16時間で58cmの降雪を記録し、
⼤型⾞が堆雪に乗り上げ⽴ち往⽣。

・⼤型⾞のＵターン場所が無く、
11km以上渋滞。

【③⼤⾬】 平成25年8⽉9⽇
⼤館市釈迦内地内（⼟砂崩れ）
全⾯通⾏規制（約８時間）
⽚側交互規制（約３時間）

【④⼤⾬】 平成25年8⽉9⽇
⿅⾓市（⼀般国道103号）
・記録的豪⾬により⽶代川⽀流が溢れ
盛⼟が流失し、１次緊急輸送路が分断。

整備後の
ルート

▼国道7号・国道103号における道路災害の履歴

②

③
①

④

78
102

60

0

30

60

90

120

整備前のルート 整備前の迂回ルート 整備後のルート

▼⽮⽴峠の災害を想定した所要時間変化（⼤館市〜弘前市）

所
要
時
間
︵
分
︶

（56km） （84km） （66km）
7

【出典】
ETC2.0:H29.10
H27全国道路・街
路交通情勢調査
（⾮混雑時速度より）
※迂回区間は通常時

と同じ⼀般道利⽤

整備前の
ルート

迂回距離は
通常時の
【1.5倍】

整備前の迂回ルート

（２回）

⼤館市

⼩坂町

北秋⽥市

藤⾥町

⼤鰐町

⿅⾓市

平川市

弘前市

川⼝交差点



◆県北地域には第三次救急医療施設が無く、急性⼼筋梗塞など専⾨的な救急医療に関して管外搬送を⾏っており、⼤館市では平成26年以降の
４年間で⽣じた合計363件の管外搬送のうち、７割を最寄りの弘前⼤学医学部付属病院へ搬送。⼤館北〜⼩坂間の開通後も増加傾向

◆救急搬送時は、⽇沿道が優先利⽤され、安定⾛⾏及び時間短縮によって傷病者の負担が軽減

３．事業効果の発現状況（３） 救急医療支援

▼死傷事故現場からの所要時間

事業完了後５年経過
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▼⼤館市市からの救急搬送ルートの変化

小坂JCT小坂北IC

鷹巣⼤館道路
（Ⅱ期）
5.6km

鷹巣⼤館道路

8.3km

⼤館⻄道路
⼤館北〜⼩坂

8.8km
Ｈ25開通

Ｈ25開通
Ｈ28開通

大館能代空港IC

鷹巣IC

二井田真中IC

大館南IC

大館北IC

弘前⼤学医学部付属病院
（三次救急医療施設）

⼤館市⽴総合病院
（⼆次救急医療施設）

北秋⽥市⺠病院
（⼆次救急医療施設）

（⽮⽴峠）
R100

国道７号 矢立峠の状況

14.0km

4％5％
5％

R100

5％

大鰐弘前IC 【データ取得】
H26.12.5⾛⾏調査

・国道７号は60km/h、⼤館北〜⼩坂は70〜80km/h
を上限速度として、⼤館北ICから碇ヶ関IC間を⾛⾏

《走行性の改善》

走行時の横揺れ
発生回数※の比較
※左右加速度±0.2G以上

の発生回数

4回

1回
0

2

3

4

5

国道７号

ルート

大館北～小坂

ルート

４分の１

安定走行が可能な日沿道
を走行する救急自動車

連続する
Ｓ字カーブ

R=100m
R=140m

R=100m
大
館
市
方
面

弘
前
市
方
面

急勾配

10 22

101 86

206 255

0

100

200

300

400

H22〜H25 H26〜H29

弘前⼤学医学部付属病院など
（弘前⽅⾯）

秋⽥⼤学医学部付属病院など
（秋⽥⽅⾯）

かづの厚⽣病院など
（⿅⾓・盛岡⽅⾯）

363件
317件

▼⼤館市からの管外搬送状況

65%

70%

76

55

0

30

60

90

整備前のルート 整備後のルート

資料：⼤館市消防本部
（各年の消防年鑑）

（分）

弘前方面の管外搬送は増加傾向

【49件・５ポイント増】

⼤館北〜⼩坂
開通 H25.11

（件・4年）

【出典】 ETC2.0:H29.10

《アクセス性の向上》

大館市立花で発生した、乗用車とトラックの正面衝突事故
の現場から、弘前大学医学部付属病院までに時間を比較（54km） （60km）

乗⽤⾞のはみ出しによ
り、トラックと正⾯衝突
の死傷事故が発⽣!!

弘前大学医学部
付属病院まで

７６分

弘前大学医学部
付属病院まで

５５分（21分短縮）

■⼤館市消防本部の声

・急性⼼筋梗塞の場合、弘前
⼤学の⼼臓⾎管外科へ救急
搬送する必要があります。

・弘前⽅⾯へ管外搬送する際
は、⽇沿道を第⼀選択肢とし
て救急搬送を⾏っている。

・

（H30：消防本部ヒアリング）

・信号や狭い道路、曲がりくねった道路
の⾛⾏が減り、安定した搬送によって
傷病者の負担軽減に繋がっている。

⼤館市

⼩坂町

北秋⽥市

⿅⾓市

⼤鰐町
平川市

弘前市



３．事業効果の発現状況（４） 地域産業支援・物流支援 事業完了後５年経過

小坂地区は国家備蓄９鉱種のうち、
インジウムとガリウムの国内新地金生産量シェア１００％

▼インジウムの国内新地⽣産量と国内供給量に対する割合

出典：鉱山資源マテリアルフロー2017（グラフデータはすべて2016年の数値）

▼ガリウムの国内新地⾦⽣産量と国内供給量に対する割合

新地金
（亜鉛副産物）
の国内生産量

70純分ｔ

新地金
（亜鉛副産物）
の国内生産量

3純分ｔ

⼩坂地区
100％

小坂地区
生産分
9％

再生地金
67％

国内供給量

811純分ｔ

国家備蓄９鉱種 （日本で備蓄対象として選定され、国家備蓄倉庫で保管・管理されているレアメタル）

出典：メタルマイニングデータブック

ニッケル

Ni
クロム(鉱)

Cr
タングステン

W
コバルト

Co
モリブデン

Mo
マンガン

Mn
バナジウム

V
インジウム

In
ガリウム

Ga

〔インジウムの主な用途：太陽電池、LED等光デバイスなど〕 〔ガリウムの主な用途：自動車ランプ、白色LED照明など〕

新地金（亜鉛副産物）

▼リサイクル資源の搬出⼊ルート

出典：リサイクル関連企業への
ヒアリングをもとに作成

⽇沿道、国道7号を利⽤

⼤館⻄道路 ・ ⼤館北IC〜⼩坂JCT

※新地金・・・亜鉛副産物として生産されるもの、 再生地金・・・一度使用された地金およびスクラップ等から回収された地金

輸入
（輸入地金

+スクラップ）
24％

11 15
74 73 77

118
145

174
147

199

0

50

100

150

200

H14 H16 H18 H20 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（H25.11）⼤館北〜⼩坂開通

（H19.8）能代東〜⼆ツ井⽩神開通

（H23.12）⼆井⽥真中〜⼤館南開通

（H18.7）能代南〜能代東開通

（億円）

出典：第２期ふるさと秋⽥元気創造プラン・政策評価結果、第２期秋⽥エコタウンプラン

（H23.4 ）⼤館北〜⼩坂間の
開通時期（H25）公表

（H25.6）鷹巣⼤館道路の
開通時期（H28）公表

（H28.10）鷹巣⼤館道路
（⼆井⽥真中〜鷹巣）開通

▼秋⽥県の環境・リサイクル関連対象企業の製造品売上額
全国 秋⽥県

●
●

▼秋⽥県のエコタウン事業に係わる経緯と今後の⾒込み

【リサイクル対象⾦属系使⽤済製品の搬⼊量】

H29

・・・・・

H33

出典
●秋⽥県環境・リサイクル産業集積推進計画〜第２期秋⽥エコタウンプラン〜
●環境省・エコタウンの歩みと発展

【特徴】

特区指定時点より
２倍の伸びを計画

小坂地区
生産分
2％

国内供給量

160純分ｔ

再生地金
44％

輸入地金
製錬
54％

新地金（亜鉛副産物）⼩坂地区
100％

旧
目標値
199

新
目標値
247

※H28実績で
⽬標達成済み

第１期ふるさと秋⽥元気創造プラン

第２期ふるさと秋⽥元気創造プラン

第2期 秋⽥
エコタウンプラン
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⼤館北〜⼩坂
開通 H25.11

【⾦属リサイクルの進展】
⽬標値を上回る搬⼊量
（年間約8,000ｔ）

特区
指定 第2期秋⽥エコプラン（5箇年）

⽬標超過分

秋⽥市

男⿅市

⼤館市

北秋⽥市

⿅⾓市

⼩坂町

◆⼤館北〜⼩坂間の開通時期が公表されたH23以降、環境・リサイクル関連企業の売上額は年々増加し、H28時点でH22の約2.6倍に拡⼤
◆秋⽥県は、⼩坂地区をはじめ沿線各地で環境・リサイクル産業を積極的に推進しており、平成29年3⽉より「第2期秋⽥エコタウンプラン」を展開
◆⽇沿道の整備による物流の定時性・速達性向上で、県北地域に集積するリサイクル関連企業と、リサイクルポート能代港の連携強化に寄与



３．事業効果の発現状況（５） 観光・地域交流支援 事業完了後５年経過

●⽇沿道の整備が進んだことで、
⼤館能代空港に降りれば、
東北の広域観光ツアーを
組めるようになっており、
関連するビジネスも好調です。

（空港施設事業者／H29.9ヒアリング）

日沿道の整備により、東北各地を巡る周遊観光ルートが形成

⼤館能代空港を起点とした観光周遊ツアーが増加

◆⽇沿道の整備と共に、⼤館能代空港の60分圏域が県北地域及び弘前市⽅⾯に拡⼤し、⾼速道路を使って観光地を巡る周遊観光が可能に
◆沿線では⾼速道路のアクセス向上により、外国⼈旅⾏者増の他、広域観光ツアー企画数が約5倍に増加するなど経済効果が発現
◆県北地域の各市と経済界による会合が毎年開催。地域全体で経済効果や今後の活⽤⽅策など、産業・観光の振興に向けた取り組みを実践中

⽻⽥空港等
出典）旅⾏代理店Ａ社

⽇沿道を利⽤して
観光地へアクセス

●新しく道路が整備されたことで、
観光ツアーが組みやすくなりました。

●利⽤したお客様からの
反響も⼤きく、ツアー参加者
が急増しています。
（関⻄⽅⾯の旅⾏代理店／H29.9ヒアリング）

秋⽥県北地域の今後の地域展開に関する意⾒交換会（第8回：H31.2.15）

●7⽉に移転した道の駅ふたついは、オー
プンから45⽇で10万⼈を突破。

●全国の道の駅で最速であり、年間来場
者数は90万⼈を期待。

●少しずつ街が活性化してきている。
（能代市⻑）

●世界遺産登録を⽬指す伊勢堂岱遺
跡は、⼤館能代空港(IC)から約５分
と近い位置にある。

●⻘森県の三内丸⼭遺跡との連携も、
⾼速道路を利⽤する事で可能になる。

（北秋⽥市⻑）

●⼤館市は奥州藤原⽒終焉の地であり、
最近市内に平泉ﾅﾝﾊﾞｰの⾞も増えた。

●北上川R.C.Aの代表からも、「⼤館は
北上から１⽇で楽しめる距離にある」と
⾔われている。

（⼤館市⻑）

【観光⾯での利活⽤と効果の話題】
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項 ⽬ 減額（億円） 概 要

①トンネル地⼭等級の精査 ６１ 地質調査を踏まえD区分が主体的であったが、施⼯時に⽐較的堅固な地⼭状況が確認され、
⼤半がC区分に変更

②残⼟搬⼊先の変更 １９ 残⼟搬⼊先を北秋⽥市等の官地内に計画していたが、隣接地（⼤館市所有）に変更

③冬期対策⼯の⾒直し ２５ 防雪柵等の冬期対策施設について、冬期の状況を精査し、設置を⾒直し

④橋梁形式の⾒直し ５ 実績が少ない橋梁形式について、実績の多い鈑桁構造に変更

合 計 １１０
【①ﾄﾝﾈﾙ地山等級の精査】

事前調査により、トンネル地山等級を設定
（D区分が主体的）

施工後の地山等級の精査
（D区分→C区分）

当初計画

変更計画

項目 数量見直し 変動

①トンネル地山等級の精査

【DⅠ全長 3,803mのうち】
DⅠ 3,043m → CⅠ 1,141m

→ CⅡ 1,902m
（雪沢第一ﾄﾝﾈﾙ他４ﾄﾝﾈﾙ:全長9,508m）

61億円

②残土搬入先の変更
土砂運搬距離
30km→7km

（残土量 50万㎥）
19億円

③冬期対策工の見直し

防雪柵 3.6km → 0km
防風柵 9.3km → 0km

雪崩予防柵 10箇所 → 0箇所
（坑口部）

25億円

④橋梁形式の見直し
【例】PCﾗｰﾒﾝ箱桁（波形鋼板ｳｪﾌﾞ）

→鋼ﾗｰﾒﾝ２主鈑桁
（大川目沢橋他3橋）

5億円

合計 110億円

４．事業計画の変更内容 事業完了後５年経過
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▲トンネル地山等級の精査
（雪沢第一トンネルの例）

当初計画

変更計画

DⅢ DⅠ CⅠCⅡ

雪沢第一トンネル（2,553m）

◆⽇本海沿岸東北⾃動⾞道（⼤館北〜⼩坂）のコスト削減額 １１０億円（全体事業費 ６４３億円 → ５３３億円）

凝灰岩
泥岩 泥岩

安山岩

凝灰岩



○⾼規格幹線道路の整備状況 ※H23年度〜：⼤館⻄道路の前回再評価〔H22〕

・⽇本海沿岸東北⾃動⾞道
平成23年12⽉ ⼤館⻄道路（⼤館南IC〜⼆井⽥真中IC）、平成24年 3⽉ あつみ温泉IC〜鶴岡JCT 開通
平成24年10⽉ 象潟仁賀保道路（⾦浦IC〜仁賀保IC）・ 仁賀保本荘道路（仁賀保IC〜両前寺仮出⼊⼝）開通
平成25年11⽉ ⼤館北IC〜⼩坂JCT 、平成27年10⽉ 象潟仁賀保道路（象潟IC〜⾦浦IC）開通
平成28年10⽉ 鷹巣⼤館道路（⼆井⽥真中IC〜鷹巣IC）開通
平成30年 3⽉ 鷹巣⼤館道路〔Ⅱ期〕（鷹巣IC〜⼤館能代空港IC）開通

５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

９．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

８．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．社会経済情勢の変化

事業の⽬的に対する効果を概ね発現しており、現時点では事後評価及び改善措置の必要性はない。
なお、今後のネットワークの完成等、社会状況等の変化に応じて改めて事後評価を実施する。

（別添⼀覧表参照）

６．事業実施による環境の変化

当該事業の整備⽬的について、連続する２区間による⼀体的な効果発現を確認できており、事業評価⼿法の⾒直しの必要性はない。
なお、今後のネットワーク完成にあたり、今回同様ネットワーク全体での効果（特にストック効果）の検証に努める。

評価対象区間については、⼯事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。
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